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PAZ内の住民の施設敷地緊急事態で必要となる輸送能力の確保①

 大飯地域及び高浜地域で施設敷地緊急事態が発生した時には、在宅の要支援者の避難等のため
に、福井県の嶺南地方や舞鶴市内のﾊﾞｽ会社が保有する車両のほか、関西電力が配備する車両に
より、必要車両数を重複なく確保。

確保車両台数
備考

バス
福祉車両

(ストレッチャー仕様)
福祉車両

(車椅子仕様)

（A）必要車両台数 ８０台 １７台 ４１台

（B）確保車両台数 計８０台 計１７台 計４１台

確
保
先

・おおい町、高浜町、小浜市
・社会福祉協議会等（３市町）

１台 ５台 １６台

保有車両台数
バス １３台
福祉車両（ストレッチャー） ２６台
福祉車両（車椅子） ７２台

バス会社（福井県嶺南地方） ７２台 － －
保有車両台数

バス １９３台

・舞鶴市
・舞鶴市内の社会福祉施設

３台 － ５台

保有車両台数（舞鶴市）
バス ３台
福祉車両（ストレッチャー、車椅子兼用） ６台
福祉車両（車椅子） ５台

保有車両台数（社会福祉施設）
福祉車両（ストレッチャー） ３０台
福祉車両（車椅子） ４２台

舞鶴市内のバス会社等 １台 － －
保有車両台数（バス会社等）

バス ８０台（乗合含む）
タクシー ３６台

関西電力 ３台 １２台 ２０台

保有車両台数
バス ５台
福祉車両（ストレッチャー、車椅子兼用） ２１台
福祉車両（車椅子） １１台

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊 ）が
必要に応じ支援を実施

たかはまおおい

まいづるしれいなん
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PAZ内の住民の施設敷地緊急事態で必要となる輸送能力の確保②

市町 おおい町 小浜市 高浜町 舞鶴市

車両種別 バス
福祉車両
（ｽﾄﾚｯﾁｬｰ

仕様）

福祉車両
（車椅子仕様）

バス
福祉車両
（ｽﾄﾚｯﾁｬｰ

仕様）

福祉車両
（車椅子仕様）

バス
福祉車両
（ｽﾄﾚｯﾁｬｰ

仕様）

福祉車両
（車椅子仕様）

バス
福祉車両
（ｽﾄﾚｯﾁｬｰ

仕様）

福祉車両
（車椅子仕様）

(Ａ)必要車両台数 １０台 ５台 ６台 ０台 ０台 ３台 ６５台 ６台 ２７台 ５台 ６台 ５台

(B)確保車両台数 １０台 ５台 ６台 ― ― ３台 ６５台 ６台 ２７台 ５台 ６台 ５台

確
保
先

・おおい町
・社会福祉協議会
等（おおい町）
・小浜市
・社会福祉協議会
等（小浜市）
・高浜町
・社会福祉協議会
等（高浜町）

― ２台 ３台 ― ― ２台 １台 ３台 １１台 ― ― ―

バス会社（福井県
嶺南地方）

９台 ― ― ― ― ― ６３台 ― ― ― ― ―

・舞鶴市
・舞鶴市内の社会
福祉施設

― ― ― ― ― ― ― ― ― ３台 ― ５台

舞鶴市内の
バス会社等

― ― ― ― ― ― ― ― ― １台 ― ―

関西電力 １台 ３台 ３台 ― ― １台 １台 ３台 １６台 １台 ６台 ―

＜各市町別の確保先＞

220

221

新規ページ

110



222

PAZ内の住民の全面緊急事態で必要となる輸送能力及びその確保

 大飯地域及び高浜地域のPAZ内において全面緊急事態で必要となる輸送能力は、自家用車で避難出来ない住民、
合計約247人分、ﾊﾞｽ10台。

 両地域で全面緊急事態が発生した時には、福井県の嶺南地方や舞鶴市内のﾊﾞｽ会社が保有する車両のほか、関
西電力が配備する車両により、必要車両数を重複なく確保。

 車両及び運転者については、福井県ﾊﾞｽ協会、京都府ﾊﾞｽ協会等の協力により、更に余裕を持った台数・人数を確
保。

想定対象人数 必要車両台数 備考

自家用車での避難ができない住民 ２４７人 １０台 １台当たり４５人程度の乗車を想定

※1 数字は現段階で地方公共団体が把握している暫定値

※1

＜両地域において全面緊急事態となった場合に必要となる輸送能力＞

確保車両台数
備考

バス

市町 おおい町 小浜市 高浜町 舞鶴市

（A）必要車両台数 ２台 １台 ２台 ５台

（B）確保車両台数 ２台 １台 ２台 ５台

確
保
先

バス会社［福井県嶺南地方］ １台 ― １台 ― 保有車両台数 バス １９３台

舞鶴市 ― ― ― ３台 保有車両台数 バス ３台

舞鶴市内のバス会社 ― ― ― １台

保有車両台数 バス ８０台（乗合含む）
タクシー ９２台

※タクシーを用いた避難が実施出来た分必要バ
ス台数は減少。

関西電力 １台 １台 １台 １台 保有車両台数 バス ５台

＜両地域において全面緊急事態となった場合の輸送能力の確保＞

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊 ）が必要に応じ支援を実施

たかはまおおい

れいなん まいづるし
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UPZ内の住民の避難先

大阪府

 大飯地域及び高浜地域のUPZ内の住民の県内避難先及び県外避難先は、重複なく確保済み。

高浜UPZ 大飯UPZ

府県内避難先 府県外避難先

福井県 ５市町 兵庫県 ２２市町

京都府
１５市町

（市内避難を含む）

兵庫県 １９市町

徳島県 ３市町

滋賀県
１市他

（市内避難を含む）
大阪府 ３市
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福井県 バス 車椅子車両 ストレッチャー車両 備考

必要車両台数 ７１台 ８０台 ６７台
・ 住民の5%がﾊﾞｽによる一時移転等が必要と想定
・ 車椅子車両・ｽﾄﾚｯﾁｬｰ車両はピストン輸送（１４往復）を想定

県内の車両保有数 ９０７台 ７０４台 ８９台
・ 福井県及び県内UPZ市町における医療機関や社会福祉施設等に

おける保有台数の合計数（消防の保有する救急車の台数を除く）

京都府 バス 車椅子車両 ストレッチャー車両 備考

必要車両台数 １，９３３台 １２２台 ７０台

・ 住民の75%がﾊﾞｽによる一時移転等が必要となると想定
・ 京都府内は、大飯UPZの京都市（292人）、南丹市の一部（7人）以外

は高浜のUPZに含まれているため、高浜のUPZの必要台数（車椅
子：76台、ｽﾄﾚｯﾁｬｰ45台）に、大飯のUPZである京都市分（車椅子：1
台）を加えた合計（南丹市の一部は福祉車両不要）

・ 車椅子車両・ｽﾄﾚｯﾁｬｰ車両はピストン輸送（１４往復）を想定

府内の車両保有数 ２，３５０台 １７１台 １１０台
・ 京都府及び府内ＵＰＺ市町における医療機関や社会福祉施設等に

おける保有台数の合計数（消防の保有する救急車の台数を除く）

滋賀県 バス 車椅子車両 ストレッチャー車両 備考

必要車両台数 ３０台 ２台 ０台
・ 滋賀県は、高浜のUPZでは人口が0人のため、大飯地域のUPZ内
の合計数
・ 車椅子車両・ｽﾄﾚｯﾁｬｰ車両はピストン輸送（１４往復）を想定

県内の車両保有数 ４３８台 ２５７台 ２５台
・滋賀県及び 県内UPZ市町における医療機関や社会福祉施設等に

おける保有台数の合計数（消防の保有する救急車の台数を除く）

府県タクシー協会に所属
するタクシー保有台数

福井県タクシー協会 ８４９台
京都府タクシー協会 ６，１５８台
滋賀県タクシー協会 １，０９６台

・ 一般タクシーは、車椅子（大型電動車椅子を除く）を荷台に積むこと
や座席のリクライニング利用や支援者の同伴により、福祉車両と同等
の輸送能力が確保可能

※ 福祉車両の必要台数は、大飯地域の緊急時対応及び高浜地域の緊急時対応においてそれぞれ必要とされる台数を積算した数

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）が必要に応じ支援を実施

UPZ内の住民の一時移転等で必要となる輸送能力及びその確保

 UPZ内で一時移転等の対象となる区域は、UPZ内全域ではなく、その一部に留まることが想定される点に留意。ここではあえて、大飯地
域及び高浜地域のUPZ内全域が、一時移転等を実施すると仮定した場合の輸送能力を確保する。

 なお、府県内の輸送手段では不足する場合、ﾊﾞｽについては関西広域連合等関係機関が府県及び隣接府県等の関係団体から輸送手
段を調達する。

 また、要支援者の一時移転等の際には、まずは府県内で保有している福祉車両を利用して避難することを優先するが、それでも不足す
るような場合には、各府県ﾀｸｼｰ協会に所属するﾀｸｼｰを活用。それでも必要車両数が確保できない場合には、国の原子力災害対策本部
にて福祉車両の確保に向けた調整を行う。

府県のバス会社が保有
するバス台数

福井県９０７台 京都府２，３５０台 滋賀県４３８台

たかはま

おおい
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８．放射線防護資機材、物資、
燃料備蓄・供給体制

228

７．放射線防護資機材、物資、
燃料備蓄・供給体制
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PAZ内防護措置に備えた放射線防護資機材の備蓄体制

備蓄拠点 対象者

福井県大飯オフサイトセンター
おおい町役場
小浜市役所

自治体職員、避難誘導者
バス運転者等防災関係者

小浜警察署
若狭消防本部
若狭消防署大飯分署

警察職員
消防職員、消防団員 等

はまかぜ交流センター
大島小学校
福井県栽培漁業センター

施設管理者、避難誘導者等

ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ（GM管） ﾀｲﾍﾞｯｸｽｰﾂ個人線量計

福井県大飯オフサイトセンター
（放射線防護施設）

若狭消防本部

福井県栽培漁業センター
（放射線防護施設）

はまかぜ交流センター
（放射線防護施設）

大島小学校
（放射線防護施設）

PAZ

 福井県は、 PAZ内の防護対策を担う自治体職員、警察・消防職員（消防団員を含む）のほか、ﾊﾞｽ

会社等の運転者、放射線防護施設の施設管理者等向けに防護服・個人線量計等の放射線防護資
機材を備蓄。

 緊急時には、放射線防護資機材を避難誘導者、運転者に配布し、万一に備え避難搬送時に携帯。
 平時にはこれらの使用方法に関する訓練・研修を定期的に実施。

(C)2017ZENRIN(Z05E-第175号)

おおい町役場
（放射線防護施設）

小浜警察署

若狭消防署大飯分署 （凡例）
：放射線防護資機材備蓄拠点
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ちょう

小浜市役所
（放射線防護施設）

PAZ内防護措置に備えた放射線防護資機材の備蓄体制

備蓄拠点 対象者

大飯オフサイトセンター
おおい町役場
小浜市役所

自治体職員、避難誘導者
バス運転者等防災関係者

小浜警察署
若狭消防本部
若狭消防署大飯分署

警察職員
消防職員、消防団員 等

はまかぜ交流センター
大島小学校
福井県栽培漁業センター

施設管理者、避難誘導者等

ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ（GM管） ﾀｲﾍﾞｯｸｽｰﾂ個人線量計

小浜市役所

大飯オフサイトセンター
（放射線防護施設）

若狭消防本部

福井県栽培漁業センター
（放射線防護施設）

はまかぜ交流センター
（放射線防護施設）

大島小学校
（放射線防護施設）

PAZ

 福井県は、 PAZ内の防護対策を担う自治体職員、警察・消防職員（消防団員を含む）のほか、ﾊﾞｽ

会社等の運転者、放射線防護施設の施設管理者等向けに防護服・個人線量計等の放射線防護資
機材を備蓄。

 緊急時には、放射線防護資機材を避難誘導者、運転者に配布し、万一に備え避難搬送時に携帯。
 平時にはこれらの使用方法に関する訓練・研修を定期的に実施。

ちょう

(C)2017ZENRIN(Z05E-第175号)

おおい町役場
小浜警察署

若狭消防署大飯分署 （凡例）
：放射線防護資機材備蓄拠点
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福井県におけるUPZ内防護措置に備えた放射線防護資機材の備蓄・供給体制

 UPZ内一時移転等において住民搬送を担う輸送事業者等には、原則、放射線防護資機材備蓄拠点や緊急時に設置

する一時集結拠点（一部の避難退域時検査場所を活用）で放射線防護資機材を配布。

 一時集結拠点等では、放射線防護資機材の使用方法に関する説明のほか、避難者搬送等の業務が、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄ

における直近の観測結果等を基に、被ばく線量の管理目安である積算1mSvを下回ることをあらかじめ確認。

 また、PAZ同様、平時から放射線防護資機材の使用方法に関する訓練・研修を定期的に実施。

一時集結拠点
一部の避難退域時検査場所を活用

一時集合場所等

住民の一時移転等を実施

資機材の搬送

福井県原子力災害対策本部

輸送事業者等

連絡・調整

PAZ

UPZ

（凡例）

：一時集結拠点：放射線防護資機材備蓄拠点

福井県美浜オフサイトセンター

福井県敦賀オフサイトセンター

住民搬送等を担う輸送事業者等に対する
放射線防護資機材の配布体制

資機材搬送を担う事業者 住民搬送を担う事業者

資機材の受取

資機材の受取

放射線防護資機材備蓄拠点

大飯OFC、高浜OFC 、美浜OFC、
敦賀OFC、関係市町庁舎 等

資機材備蓄拠
点もしくは一時
集結拠点にて
資機材の受取

移動 資機材の受取

(C)2015ZENRIN(Z05E-第175号)

232

福井県におけるUPZ内防護措置に備えた放射線防護資機材の備蓄・供給体制

 UPZ内一時移転等において住民搬送を担う輸送事業者等には、原則、放射線防護資機材備蓄拠点や緊急時に設置

する一時集結拠点（一部の避難退域時検査場所を活用）で放射線防護資機材を配布。

 一時集結拠点等では、放射線防護資機材の使用方法に関する説明のほか、避難者搬送等の業務が、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄ

における直近の観測結果等を基に、被ばく線量の管理目安である積算1mSvを下回ることをあらかじめ確認。

 また、PAZ同様、平時から放射線防護資機材の使用方法に関する訓練・研修を定期的に実施。

一時集結拠点
一部の避難退域時検査場所を活用

一時集合場所等

住民の一時移転等を実施

資機材の搬送

福井県原子力災害対策本部

輸送事業者等

連絡・調整

PAZ

UPZ

（凡例）

：一時集結拠点：放射線防護資機材備蓄拠点

美浜オフサイトセンター

敦賀オフサイトセンター

住民搬送等を担う輸送事業者等に対する
放射線防護資機材の配布体制

資機材搬送を担う事業者 住民搬送を担う事業者

資機材の受取

資機材の受取

放射線防護資機材備蓄拠点

大飯OFC、高浜OFC 、美浜OFC、
敦賀OFC、関係市町庁舎 等

資機材備蓄拠
点もしくは一時
集結拠点にて
資機材の受取

移動 資機材の受取
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